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令
和
３
年
10
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）

島
根
県
高
校
弓
道
選
手
権
大
会
兼
第
40
回
記

念
全
国
高
校
弓
道
選
抜
大
会
島
根
県
予
選
が

松
江
商
業
高
等
学
校
で
行
わ
れ
た
。

　

本
校
は
男
子
団
体
１
チ
ー
ム
と
女
子
団
体

２
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。
第
１
回
戦
男
子
団

体
暫
定
１
位
、
女
子
団
体
Ａ
チ
ー
ム
暫
定
１

位
と
な
り
、
第
２
回
戦
男
子
団
体
暫
定
５
位
、

女
子
団
体
Ａ
チ

ー
ム
暫
定
３
位

で
初
日
を
終
え

た
。
２
日
目
第

３
回
戦
男
子
団

体
は
８
位
で
予

選
敗
退
、
女
子

団
体
Ａ
チ
ー
ム

は
５
位
で
予
選

を
通
過
し
、
団

体
戦
決
勝
リ
ー
グ
に
進
出
し
た
。
令
和
３
年

総
体
後
の
新
チ
ー
ム
は
、
あ
と
一
歩
で
予
選

を
通
過
で
き
な
い
結
果
が
続
い
て
お
り
、
決

勝
リ
ー
グ
に
出
場
で
き
て
部
員
全
員
大
変
喜

ん
だ
。

　

決
勝
リ
ー
グ
は
松
江
北
高
校
、
松
江
商
業

高
校
、
出
雲
高
校
、
大
田
高
校
、
邇
摩
高
校

の
戦
い
と
な
っ
た
。
松
江
北
、
松
江
商
業
、

大
田
と
戦
い
、
３
勝
０
敗
の
結
果
で
あ
っ
た
。

最
後
の
試
合
、
最
強
出
雲
高
校
と
は
６
対
８

で
敗
れ
た
が
、
勝
敗
数
で
優
勝
を
勝
ち
取
っ

た
。
邇
摩
高
校
は
選
抜
大
会
女
子
団
体
初
出

場
と
な
っ
た
。

　

第
40
回
記
念
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大

会
12
月
23
日
（
木
）
～
25
日
（
土
）
参
加
校

男
子
団
体
60
校
、
女
子
団
体
61
校
で
水
戸
市

ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ

れ
た
。

　

12
月
22
日
（
水
）
本
番
と
同
じ
頃
に
公
式

練
習
の
時
程
を
確
保
し
、
会
場
で
の
公
式
練

習
に
臨
ん
だ
。
緊
張
も
あ
り
、
日
頃
の
練
習

の
感
覚
を
掴
め
ず
、
会
場
で
の
４
ッ
矢
の
練

習
を
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
茨
城
県
武
道
館

弓
道
場
で
練
習
を
行
っ
た
。
各
県
の
大
会
を

勝
ち
上
が
っ
て
き
た
代
表
校
の
選
手
は
練
習

も
積
極
的
で
、
確
実
に
的
中
を
し
て
い
た
。

本
校
生
徒
も
そ
の
中
で
積
極
的
に
練
習
に
参

加
し
た
。

　

大
会
当
日
公
式
練
習
と
同
じ
時
刻
で
行
動

し
、会
場
に
入
っ
た
。
し
か
し
、緊
張
か
ら
か
、

な
か
な
か
準
備
が
は
か
ど
ら
ず
、
巻
き
藁
練

習
に
も
し
っ
か
り
取
り
組
め
ず
、
招
集
の
時

刻
と
な
っ
た
。「
早
矢
に
注
意
」
と
指
示
を

出
し
た
が
、
他
の
ど
の
高
校
よ
り
も
早
く
打

ち
終
わ
り
、
３
人
の
合
計
１
中
の
結
果
と
な

っ
た
。

　

全
国
選
抜
大
会
に

参
加
し
、
各
県
の
代

表
校
と
戦
い
、
自
分

た
ち
の
目
標
が
で
き

た
と
思
う
。
全
国
大

会
に
出
場
し
た
か
ら

こ
そ
見
え
る
こ
と
を

大
事
に
し
、
今
後
の

練
習
に
励
み
ま
す
。

　

松
風
会
か
ら
い
た

だ
い
た
激
励
金
は
、
全
国
選
抜
大
会
移
動
の

弓
袋
・
矢
筒
・
ゼ
ッ
ケ
ン
な
ど
の
購
入
や
知

見
を
広
め
る
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。��

弓
道
部
顧
問　

大
田　

清
司

弓
道
部
顧
問　

大
田　

清
司

　

平
素
よ
り
、
松
風
会
の
皆
様
方
に
は
邇
摩

高
校
発
展
の
た
め
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
昨

年
同
様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

世
界
中
の
人
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
痛
め
つ

け
ら
れ
て
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
日
本
に
お

け
る
感
染
者
数
は
昨
秋
か
ら
一
時
的
に
急
減

し
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
市
中
感
染
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
強
い

感
染
力
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
従
来
と
変

わ
ら
ぬ
基
本
的
な
感
染
対
応
を
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
。

　

さ
て
、
久
し
ぶ
り
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で

す
。
邇
摩
高
校
女
子
弓
道
部
が
団
体
競
技

で
見
事
、
県
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
何
十

年
振
り
か
の
優
勝
に
な
り
ま
す
が
、
良
く
頑

張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
十
一
月
十
六
日
に
、
全
国
大
会
出

場
に
向
け
て
の
壮
行
会
が
本
校
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
全
国
大
会
出
場

の
際
は
松
風
会
か
ら
規
程
に
よ
り
激
励
金

十
万
円
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
）

　

こ
れ
ま
で
に
女
子
弓
道
部
は
、
第
三
回
全

国
高
校
弓
道
大
会
、
第
二
十
回
国
体
弓
道
高

校
女
子
近
的
と
二
度
の
全
国
制
覇
達
成
の
実

績
が
あ
り
ま
す
。
当
日
の
壮
行
会
で
は
男
子

柔
道
部
の
中
国
大
会
出
場
結
果
報
告
等
々
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
な
傾
向
で

　

松
風
会
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
本
校
の

発
展
の
た
め
に
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
あ
わ

せ
、
令
和
４
年
度
入
学
生
か
ら
の
教
育
課
程

を
大
き
く
変
更
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、『
育

て
る
生
徒
像
』、『
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の

方
針
』、『
求
め
る
生
徒
像
』
の
３
つ
の
方
針

を
わ
か
り
や
す
く
図
に
示
し
た
『
邇
摩
高
校

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
き
な
変
更
点
は
、
系
列
の
再
編
成
と
魅

力
あ
る
科
目
の
設
置
で
す
。
今
ま
で
の
『
農

業
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
生
活
、
福
祉
、
文
化
』
の

５
系
列
を
『
農
業
と
く
ら
し
、
み
ら
い
ビ
ジ

ネ
ス
、
食
と
こ
ど
も
、
ひ
と
と
福
祉
』
の
４

系
列
に
再
編
成
し
ま
す
。
就
職
、
進
学
い
ず

れ
に
も
対
応
で
き
る
多
様
性
を
重
視
し
、
自

由
選
択
科
目
に
は
系
列
の
専
門
科
目
の
他
に

進
学
に
対
応
し
た
普
通
科
目
、
そ
し
て
地
域

性
や
興
味
関
心
に
応
じ
た
幅
広
い
科
目
を
置

き
、
自
分
の
進
路
や
興
味
関
心
に
応
じ
て
選

択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
自
由
選
択
科

目
の
中
に
は
、『
観
光
英
語
』、『
石
見
銀
山

ガ
イ
ド
』『
石
見
神
楽
』
と
い
っ
た
地
域
性

を
生
か
し
た
科
目
も
新
設
予
定
で
す
。

　

ま
た
、『
邇
摩
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
』
を
活
用
し
て
地
域
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
課
題
解
決
や
地
域
貢
献

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
と
一
体
に
な
っ

て
学
校
魅
力
化
に
取
り
組
む
『
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
』
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
び
を
通
し
、
社
会
人
に
必
要

と
な
る
①
主
体
性
②
協
働
性
③
探
究
性
④
社

会
性
等
の
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

『
人
間
性
豊
か
で
、
将
来
の
地
域
産
業
を
担

う
職
業
人
・
社
会
人
の
育
成
』
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

https://www.nima.ed.jp/

邇摩高校WEBサイト

す
が
、
我
々
の
時
代
か
ら
み
れ
ば
生
徒
数
は

か
な
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
で
の

県
優
勝
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

更
に
気
持
ち
良
か
っ
た
の
が
選
手
を
激
励

す
る
一
般
の
生
徒
の
拍
手
と
笑
顔
で
す
。
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
選
手
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
い
う
心
意
気
が
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ
っ
て
く
る

も
の
で
し
た
。

　

集
団
生
活
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
し
か

も
そ
れ
を
普
通
に
や
っ
て
い
る
後
輩
達
を
見

て
、
安
心
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
女
子
弓
道
部
の
皆

さ
ん
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
大
会
と
な

り
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
三
度
目
の
日
本
一

を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

会 報

松
風
会
会
長
　
　

松
風
会
会
長
　
　
大
　
島
　
　
　
淳
　
　
　

大
　
島
　
　
　
淳
　
　
　

（
昭
和

（
昭
和
4646
年
３
月　

普
通
科
第

年
３
月　

普
通
科
第
2222
期
卒
業
）

期
卒
業
）

あ
っ
ぱ
れ
邇
摩
高
女
子
弓
道
部

あ
っ
ぱ
れ
邇
摩
高
女
子
弓
道
部

校
　
長
　
　

校
　
長
　
　
黒
　
崎
　
千
　
春
　
　
　

黒
　
崎
　
千
　
春
　
　
　

『
邇
摩
高
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』

『
邇
摩
高
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』

弓
道
部
女
子
団
体

弓
道
部
女
子
団
体

��

全
国
選
抜
大
会
へ
出
場

全
国
選
抜
大
会
へ
出
場
!!!!



	 第 53 号	 松　　　　風	 令和４年３月 25日　（2）

見
る

で

邇
摩
高
生

写
真

邇摩高校学園祭「 仁
じんしんさい

心祭 」

邇摩高校での学びを地域の皆さまに還元する「邇摩高フェア２０２1」　　模擬会社Five Star company　主催

和田社長あいさつ

シクラメンは大好評

荷物係も大忙し 系列別に工夫した企画を立案して実施

中学生に礼法指導

３つの学校で実施

市長表敬訪問

全国大会出場の報告

プレフェア

銀の道商工会とのコラボ

邇摩高校学習成果発表会

予選を突破したチームによる発表

入学式

82名が入学

避難訓練

大津波を想定して

２年生遠足

国宝“松江城”と堀川遊覧船乗船

読み聞かせ活動県総体壮行式球技大会

本気のクラスマッチ

オープンスクール

系列の学びを中学生が体験

２年生総合的な探求の時間

石見銀山学習 石見銀山保全活動

３年生進路説明会 生徒会選挙

本番さながらに

３年生アクアス研修

シロイルカの

バックヤードを知る

分団対抗リレー紫軍 赤軍青軍

体
育
祭
の
部

山あり谷あり石見神楽部の大蛇吹奏楽部の演奏復活したファッションショー

文
化
祭
の
部

スローガン　青春輝け〜新時代の幕開け〜
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邇摩高校Facebook

https://www.facebook.com/shimane.nimakou/
邇摩高校WEBサイトと連動しており、記事をタップすると、邇摩高校
WEBサイトの「お知らせ」に繋がります。
緊急連絡も掲載しています。

新型コロナウイルス感染症蔓延防止の観点から
やむを得ず中止としました。

松風会　関東支部長　来間　哲朗（S48.3卒）

松風会　関西支部長　小橋　泰倫（S43.3卒）

関東支部総会、関西支部総会は中止します！

令和４年度　支部総会について

　

高
校
を
卒
業
し

て
四
十
一
年
、
齢

六
十
九
歳
に
な
っ
た
。

今
ま
で
の
人
生
の
中

で
一
番
大
変
だ
っ
た

思
い
出
と
言
え
ば
、
単
身
赴
任
中
の
仙
台
で

「
東
日
本
大
震
災
」
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
十
一
階
に
住
ん

で
い
た
が
、
災
害
が
起
き
て
三
日
間
は
電
気

が
通
じ
ず
、
荷
物
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を

抱
え
て
の
非
常
階
段
の
上
り
下
り
は
か
な
り

辛
い
も
の
だ
っ
た
。
水
道
が
通
じ
た
の
は
一

週
間
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
ガ
ス
が
通

じ
た
の
は
、
一
ヶ
月
以
上
過
ぎ
て
か
ら
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
間
、
炊
飯
器
と
電
気
ポ
ッ
ト

を
使
っ
て
、
風
呂
の
お
湯
を
張
る
の
は
半
日

仕
事
だ
っ
た
。

　

幸
い
、
職
員
に
死
者
は
出
な
か
っ
た
が
、

何
人
か
の
職
員
は
配
偶
者
や
身
内
を
亡
く
し

て
い
た
。
余
震
が
ま
だ
続
く
中
、
検
分
等
を

経
て
二
週
間
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
順
次
行
わ
れ

た
葬
儀
は
、
地
域
や
縁
者
ご
と
に
、
ご
遺
体

が
判
明
し
た
方
を
ま
と
め
て
の
も
の
だ
っ

た
。
参
列
者
の
誰
も
が
同
じ
体
験
を
し
た
こ

と
も
あ
り
、
親
族
の
嗚
咽
や
慟
哭
以
外
は
会

話
も
な
く
、
み
ん
な
押
し
黙
っ
た
ま
ま
だ
っ

た
。

　

あ
れ
か
ら
、
十
年
。
震
災
後
、
高
台
に
移

設
さ
れ
た
鉄
道
や
道
路
沿
い
に
は
、
新
た
に

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
造
成
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
主
要
な
海
岸
部
に
は
新
た
に
防
波
堤
が

作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
震
災
に
打
ち
勝
つ

街
作
り
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
道
。
か
つ
て

の
海
岸
を
な
く
し
て
ま
で
作
っ
た
高
い
防
波

堤
と
新
た
に
山
を
切
り
開
い
て
造
成
さ
れ
た

街
と
の
間
に
、
今
は
不
自
然
な
空
間
を
残
し

て
い
る
。
今
後
、
災
害
の
記
憶
が
薄
れ
れ
ば
、

そ
の
利
便
性
ゆ
え
、
再
び
開
発
の
可
能
性
す

ら
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
懼
れ
を
感
じ
る
の
は
、

三
年
ほ
ど
前
、
ペ
ル
ー
を
訪
れ
た
こ
と
に
あ

る
。

　

ペ
ル
ー
は
隣
国
の
チ
リ
と
と
も
に
、
日
本

と
同
じ
世
界
有
数
の
地
震
国
で
あ
る
。
現
地

の
通
訳
の
説
明
で
は
、
今
で
も
ペ
ル
ー
の
山

間
部
に
暮
ら
す
人
は
、
新
た
に
家
庭
を
持
つ

と
自
分
で
コ
ツ
コ
ツ
と
レ
ン
ガ
や
石
造
り
の

家
を
建
て
る
の
が
普
通
で
、
そ
の
時
、
山
の

斜
面
の
水
が
確
保
で
き
る
一
番
上
か
ら
順

次
、
家
を
建
て
て
い
く
と
い
う
の
が
昔
か
ら

の
暗
黙
の
約
束
事
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
水
の
確
保
が
で
き
る
範
囲
内
で
、
上
か

ら
下
に
向
け
て
街
が
創
ら
れ
る
と
。
つ
ま
り
、

自
然
界
で
は
山
の
変
動
が
一
番
考
え
に
く

く
、
そ
の
自
然
の
地
形
を
ベ
ー
ス
に
石
造
り

の
家
を
建
て
る
こ
と
が
一
番
理
に
か
な
っ
て

お
り
、
地
震
に
強
く
、
ペ
ル
ー
の
遺
跡
群
は
、

そ
の
体
現
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

過
去
の
地
形
を
無
視
し
た
造
成
が
、
い
か

に
災
害
に
も
ろ
い
か
は
水
害
も
含
め
、
日
本

で
も
立
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
小
生
は
今
、
老

後
の
趣
味
と
し
て
の
「
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
」
で
、

自
分
だ
け
の
街
作
り
を
し
て
い
る
が
、
気
持

ち
の
上
で
は
災
害
体
験
も
含
め
、
街
を
創
っ

て
い
る
。

「
今
年
こ
そ
　
終
の
コ
ロ
ナ
か
　
寅
頼
み
」　

　

私
は
奈
良
市
北
部
に
住
ん
で
い
ま
す
。
今

年
は
五
黄
の
寅
の
年
女
で
す
。
お
正
月
明
け

に
意
を
決
し
て
一
人
で
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺

に
初
詣
に
行
き
、
家
族
の
健
康
と
コ
ロ
ナ
収

束
の
祈
願
を
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
か
ら

バ
ス
に
乗
り
、
途
中
で
三
叉
路
の
坂
道
辺
り

か
ら
渋
滞
に
な
り
、
乗
客
の
半
数
位
が
歩
き

始
め
た
の
で
、私
も
坂
道
を
約
一
時
間
頑
張
っ

て
歩
き
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
寅
の

信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
は
今
年
が
寅
年
の
影
響

で
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
年
々
経
年
劣
化
が
進
み
ま
す
が
、
気

力
だ
け
は
失
せ
な
い
よ
う
に
と
心
が
け
て
い

ま
す
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
し
て
春

の
桜
、
秋
の
紅
葉
巡
り
等
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
兼
ね
て
、
ご
近
所
仲
間
と
行
け
る
所
を
ス

マ
ホ
を
利
用
し
て
考
案
中
で
す
。
勿
論
、リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
ラ
ン
チ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
為
、遠
出
は
控
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
時
代
こ
の
タ
イ
ト
ル
「
新
年
の

抱
負
」
で
冬
休
み
の
宿
題
の
作
文
を
毎
年
、

卯
辰
巳
年
の
干
支
の
特
徴
を
捉
え
て
書
い
た

事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
あ
の
頃
は
、
や
り

た
い
事
や
行
っ
て
み
た
い
所
は
沢
山
あ
っ
た

け
ど
、
実
家
は
湯
里
駅
か
ら
遠
く
離
れ
た
山

の
麓
に
あ
り
、
無
理
な
の
で
諦
め
て
い
ま
し

た
。
実
家
は
農
家
で
忙
し
く
、
日
課
の
手
伝

い
の
他
に
宿
題
や
勉
強
が
な
け
れ
ば
家
の
手

伝
い
を
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
宿
題
が
あ
る
か

ら
と
言
っ
て
机
上
で
本
を
読
み
な
が
ら
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
今
の
時
代
な
ら
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
で
一
人
遊
び
で
す
ね
。

　

私
の
今
年
の
目
標
は
書
類
と
雑
誌
及
び
衣

類
の
断
捨
離
で
す
。
特
に
衣
類
は
愛
着
が
あ

る
為
な
か
な
か
捗
ら
ず
、
娘
達
か
ら
も
再
々

言
わ
れ
て
永
遠
の
課
題
で
す
。
そ
れ
に
対
し

て
書
籍
以
外
の
夫
の
物
は
断
捨
離
が
進
捗
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
メ
モ
程
度
の
三
年
日
記
を
毎
日

忘
れ
ず
つ
け
て
い
ま
す
。
以
前
頓
挫
し
て
し

ま
っ
た
の
で
再
挑
戦
で
す
。

　

カ
ー
ブ
ス
（
筋
ト
レ
）
に
通
い
始
め
て
五

年
で
す
。
健
康
維
持
の
為
に
今
年
も
週
三
回

は
頑
張
り
ま
す
。
何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
継

続
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
デ
ル
タ
株
か
ら
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
へ
と
生
き
残
り
を
か
け
て
変
異
し

な
が
ら
、
我
々
人
間
世
界
と
戦
い
続
け
て
三

年
目
に
な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
で

感
染
拡
大
を
阻
止
し
て
、
穏
や
か
な
日
常
が

戻
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

故
郷
と
母
校
は
何
処
に
居
て
も
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。若
い
人
も
気
軽
に
集
い
、

交
流
し
な
が
ら
次
の
世
代
に
繋
が
る
松
風
会

の
存
続
と
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
支
部
だ
よ
り

関
西
支
部
だ
よ
り

新
年
の
抱
負

　
● 

田
　
中
　
紀
　
子

昭
和
43
年　

普
通
科
卒

「 

創
　
る 

」

　

● 

安
　
田
　
秀
　
臣

昭
和
46
年　

普
通
科
卒
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～終息しない新型コロナウイルス感染症～～終息しない新型コロナウイルス感染症～

　令和３年度　松風会一般会計について監査を実施した結果、帳簿及び証拠書類とも適正に処理されていることを認め報告します。

令和３年度　松風会年会費会計　決算書
� （令和３年１月１日～令和３年12月31日）
 Ⅰ．収入の部� （単位：円）

科　　目 本年度予算額（A） 決算額（B）増減（B-A） 備　　考
繰 越 金 2,868,893 2,868,893 0 令和２年度より繰り越し

会 費 610,000 530,000 △ 80,000 年会費2,000円×265件、納入率63.9%

計 3,478,893 3,398,893 △ 80,000

 Ⅱ．支出の部� （単位：円）

科　　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 予算残額（A-B） 備　　考
会報発行費 250,000 155,634 94,366 会報松風52号、615部

振込手数料 59,000 55,764 3,236 貯金局会費振込手数料および通知料金

繰 出 金 200,000 200,000 0 松風会一般会計へ繰り出し

予 備 費 2,969,893 0 2,969,893
計 3,478,893 411,398 3,067,495

会報松風は、邇摩高校ホームページでもご覧いただけます。
年会費の納入に御協力ください。� http://www.nima.ed.jp/

事務局からの

　　　連絡

令和３年度　松風会一般会計　決算書
� （令和３年１月１日～令和３年12月31日）

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 備　　考
繰 越 金 156,662 156,662 0 令和２年度より繰り越し

入 会 金 246,000 243,000 △ 3,000 ¥3,000×81名

会 費 16,400 16,200 △ 200 ¥200×81名

寄 付 金 10,000 0 △ 10,000
他会計繰入金 200,000 200,000 0 松風会年会費会計より繰り入れ

雑 収 入 38 477 439 ３年学年会会計残金繰り入れ、貯金利息

収入合計 629,100 616,339 △ 12,761
Ⅱ．支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 増減（A-B） 備　　考
会 議 費 5,000 0 5,000
旅 費 200,000 0 200,000 関東支部総会､関西支部総会　中止につき執行なし

支部育成費 140,000 140,000 0 関東､関西､大田､仁摩､温泉津､江津へ助成

事 務 費 80,000 69,125 10,875 卒業記念品､高校野球広告料､郵券代

会館管理補助費 70,000 70,000 0 松風会館維持管理会計へ

全国大会激励費 100,000 140,000 △ 40,000 全国高校総文祭（石見神楽部）

予 備 費 34,100 0 34,100
支 出 合 計 629,100 419,125 209,975

令和４年度　松風会一般会計　予算書
�  （令和４年１月１日～ 12月31日）

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 備　　考
繰 越 金 197,214 156,662 40,552 令和３年度より繰り越し

入 会 金 216,000 246,000 △ 30,000 ¥3,000×72名

会 費 14,400 16,400 △ 2,000 ¥200×72名

寄 付 金 10,000 10,000 0
他会計繰入金 50,000 200,000 △ 150,000 松風会年会費会計より繰り入れ

雑 収 入 86 38 48 貯金利息

合　　 計 487,700 629,100 △ 141,400
Ⅱ．支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 備　　考
会 議 費 5,000 5,000 0
旅 費 0 200,000 △ 200,000 県外支部総会中止

支部育成費 140,000 140,000 0 関東、関西、大田、仁摩、温泉津、江津へ助成

事 務 費 100,000 80,000 20,000 卒業記念品、高校野球広告料、通信費他

会館管理補助費 70,000 70,000 0 松風会館維持管理会計へ

全国大会激励費 160,000 100,000 60,000 全国高校総文祭２名、農業系列、他

予 備 費 12,700 34,100 △ 21,400
合　　 計 487,700 629,100 △ 141,400

　収入合計 616,339円　－　支出合計 419,125円　＝　差引残額 197,214円　（令和４年度一般会計へ繰り越し）

　収入合計 3,398,893 － 支出合計 411,398 ＝ 残高 2,987,495

　令和３年度　松風会年会費会計について監査を実施した結果、帳簿及び証拠書類とも適正に処理されていることを認め報告します。

　令和４年２月に予定していた松風会
総会・懇親会は、新しくオミクロン株
の出現により２年連続で理事会を総会
に代えて実施しました。来年は創立
120周年の年でもあるので懇親会が賑
やかに開催できることを役員一同祈り
ました。

令和４年度　松風会総会令和４年度　松風会総会

全国高等学校ビジネス計算競技大会

� ２年生　小島　咲さん

県大会珠算の部で個人総合３位に
入賞し出雲市であった全国大会に出
場。珠算は小学校から習っており腕
前は５段。流れるような指先で正確
な計算ができる能力は抜群です。令
和４年は県大会での個人優勝を目指
しています。

全国高等学校ワープロ競技大会

� ３年生　藤井志都輝さん

県大会で個人優勝し名古屋市で
あった全国大会に出場。10分間で
1,100文字程度を正確に入力しま
す。ビジネス系列に所属し情報処
理、ワープロ、電卓など検定５種
目１級取得を達成しました。特に
パソコン操作を得意としています。

全国大会出場報告
［ビジネス同好会］

校内監事

校内監事

令和４年１月７日 松風会監査員

松風会監査員

令和４年１月11日

校内監事

校内監事

令和４年１月７日 松風会監査員

松風会監査員

令和４年１月11日


